
2022 年 01 月 16 日 
午前 10 時 30 分 

 

降誕節第 4 主日              No. 03 
 

主日礼拝   

 

前奏  

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞  

「あなたの行く手に立ちはだかる者はないであろう。 

わたしはモーセと共にいたように、あなたと共にいる。 

あなたを見放すことも、見捨てることもない。」  

ヨシュア記 1:5（讃美歌 21－29） 

 

リタニー「新しい年のはじめに」 
 

司式者：天地をつくり、イェスさまをくださった 

神さま、 

会 衆：あなたの御名を賛美します。 

司式者：クリスマスの喜びの中で迎えた新しい年、 

会 衆：みことばの光で、わたしたちを照らして 

ください。 

司式者：この世界が、神さまのみこころに従い、 

会 衆：戦いをやめて、平和が来ますように。 

司式者：すべての人に、食べるもの、着るもの、 

    安心して眠れる場所をあたえてください。  

会 衆：わたしたちも、あたえられているものを 

    大切にします。 

司式者：この一年、何がおこるのか、わたしたちには 

    わかりませんが、 

会 衆：どんな時も、神さまから、はなれないように 

    してください。 

司式者：神さまは、すべてを益に変えてくださる方、 

    この一年も、恵みの御手にゆだねます。 

一 同：どうかわたしたちを導いてください。 

    アーメン。 

 

祈祷 

 

献金 献金箱が受付に置いてありますので、 

礼拝前にお献げください。 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

聖書 マルコによる福音書 1:14～20 
           新約(新共同訳)p61～p62 

 

ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、

神の福音を宣べ伝えて、「時は満ち、神の国は近づ

いた。悔い改めて福音を信じなさい」と言われた。 
 

イエスは、ガリラヤ湖のほとりを歩いておられたと

き、シモンとシモンの兄弟アンデレが湖で網を打っ

ているのを御覧になった。彼らは漁師だった。イエ

スは、「わたしについて来なさい。人間をとる漁師

にしよう」と言われた。二人はすぐに網を捨てて従

った。また、少し進んで、ゼベダイの子ヤコブとそ

の兄弟ヨハネが、舟の中で網の手入れをしているの

を御覧になると、すぐに彼らをお呼びになった。こ

の二人も父ゼベダイを雇い人たちと一緒に舟に残し

て、イエスの後について行った。 

 

賛美 166(1,4,5)「主は、わたしを究め」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



説教 「福音＝喜びへと導き出される」 
 

賛美 516(1,3,5)「主の招く声が」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 

 

 

後奏  

 

司 式 袁 紅 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 佐々木 悠 
 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 
 
 

【お知らせ＆お願い】 
◇1 月 9 日～31 日、広島県に｢まん延防止等重点措置｣

が適応されています。皆さま、ご無理をなさらないよ

うにしてください。今までどおり、礼拝音源のホーム

ページへのアップ、希望者への説教原稿郵送を行いま

す。また、1 月中の礼拝以外の集会は、休会します。 

 

 

 

 

 

 

 


